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令和6年度「国際貢献・協力セミナー」渡部 陽一氏講演会
「戦場からのメッセージをあなたに～ファインダー越しに見た命の現場～」
講　師：戦場カメラマン、フォトジャーナリスト　渡部 陽一氏
共　催：岡山発国際貢献推進協議会
後　援：特定非営利活動法人 岡山県国際団体協議会、JICA中国

令和6年10月6日（日）
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　県民の国際貢献に対する理解を深め、国際貢献活動への参加を促進することを目的として「国際貢献・協力セ
ミナー」を開催し、戦場で取材活動を続ける渡部氏の話を聞こうと、約150名の参加者が集まりました。独特の語り
口で話題となり、数多くのテレビ番組等で活躍している戦場カメラマンでフォト
ジャーナリストの渡部氏。戦地取材で撮影された衝撃的な映像が上映された
後、さっそうと登場した渡部氏に大きな拍手が送られました。
　講演では、戦場カメラマンを志したきっかけや、「ロシアによるウクライナ侵
攻」や「ガザ紛争」などの背景、そしてメディアでは報道されない戦地の現状を、
ジェスチャーを交えながら力強く語りました。
　また、渡部氏が戦地で撮影した劣化ウラン弾の影響で障害を持って生まれて
きた子どもたちの写真も映し出され、「戦争で犠牲になるのはいつも子どもたち
だ」と戦争の悲惨さを強調しました。
　戦争の現実を世界に伝えるために戦場カメラマンとなり、「平和のために私
たちができるのは、まずは世界を知ることだ」と語る渡部氏の言葉に、参加者に
とって世界平和について深く考える一日となりました。

令和6年度 国際貢献・協力セミナー
「戦場からのメッセージをあなたに ～ファインダー越しに見た命の現場～」

講　師：戦場カメラマン、フォトジャーナリスト　渡部 陽一氏
令和6年10月6日（日）

渡部さんの写真に
感動しました。
渡部さんのように
真実を伝えてくれる
ジャーナリストが必
要だと思いました。

（50代、男性）

今回学んだことで、
ニュースやメディア
の捉え方、感じ方に
変化が生まれそうだ
と強く思いました。

（20代、女性）

渡部さんの熱
い語りに心を
打たれました。

（60代、女性）

渡部さんの
全力の講演
に感動！！
（40代、女性）

全身全霊で戦
場や子どもたち
の様子を伝えて
くださり、大変
良かったです。

（40代、女性）

渡部さんの温か
い人間性が今日
のお話から読み
取れて、ありがた
い時間でした。

（70代、女性）

日本にいる私た
ちに何ができる
だろうと考えさ
せられました。

（40代、女性）

自分が経験でき
ない生の話を拝
聴でき、ただただ
興奮しました。

（30代、男性）

いかなる理由
でも、人が亡く
なることだけは
防ぎたいです。

（60代、女性）

我々の知らない
ことが多すぎる。
渡部さんのお話
を聞いて世界観
が変わった！！

（70代、男性）

教科書でしか知ら
ない出来事を現
実の話として知る
ことができました。

（10代、女性）

笑顔を絶やすことなく
語りかけていたのが
印象的でした。つらい
経験を乗り越えてきた
からこそ笑顔になれる
のだと感じました。

（50代、男性）
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事業報告

「ゲームで楽しく国際交流！ 英会話にもLET’S チャレンジ！」
〈図書資料室でのイベント〉 令和6年８月３１日（土）

　ボードゲームの体験会を開催しました。14名の参加者はチームに分かれて、英語圏出身のスタッフとの英会話も楽しみなが
ら、2つのゲームに挑戦しました。
　初めのゲームは「みんなで本をもちよって」。カードに書かれている質問の答えになるようなフレーズを本の中から見つけて発
表し合います。制限時間内に見つけ出すスリルと、ユニークな答えに出合う面白さを味わいました。
　次に「ヤッツィー」というカナダのゲームを体験。5個のさいころを振って決められた役をつくります。高得点をねらって相談した
り、歓声があがったり、和気あいあいと盛り上がりました。
　参加者から「初めは緊張したが、ゲームを通してリラックスして英会話ができた」「初めての外国のゲームはとても面白かった」

「チームで話せて楽しかった」「時間が足りなかった」などの声が寄せられました。

　「世界の祭り」をテーマに、協会のコンシェルジュが企画・運
営を担当しました。参加者は総勢40名。今回は中国系のお盆

「中元節」、スリランカの「ペリヘラ祭り」、桃太郎伝説から生
まれた「うらじゃ祭り」を取り上げ、それぞれの歴史やお祭りの
様子を動画や画像で楽しみました。
❶ 中元節：ベトナム、マレーシアなどには、「中元節」の文化が

あります。8月の1か月間、地獄の扉が開き、飢えた先祖た
ちが冥界から解放され、人間たちの間をさまよいながら「食
べ物」を探す、と言われています。食べ物、線香、ろうそく、お
金、衣服を準備して、先祖たち
を迎えます。

❷ ペリヘラ祭り：スリランカ・ 
キャンディ※で行われ、仏歯寺
に祭られている仏陀の歯に敬
意を表し、豊かな収穫を願い
ます。音楽隊やダンサー、象の
行列がパレードのように町を
歩き回るお祭りです。

❸ うらじゃ祭り：桃太郎伝説に由来する岡山「うらじゃ祭り」。参加者とスタッフの皆で、「うらじゃ」の踊りを体験しました！
 ※スリランカ中央部の州都で、シンハラ人王朝の古都

令和６年度コンシェルジュによる愉しい居場所づくり事業
「Festivals with Dance ～仏か鬼か幽霊か～」
 令和６年８月１８日(日)

参加者全員で

迫力のあるペリヘラ祭りダンス

ヤッツィーを楽しむ参加者本の中から答えを発表する参加者

奇しくもイベント開催日は、
岡山のうらじゃ当日でした

　図書資料室では、保存期間を過
ぎた海外の雑誌や除籍済みの書籍
計148冊を46人の希望者に差し上
げました。

海外マガジン・書籍の無料配布
11月9日（土）～23日（土）
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事業報告

講師：岡山県国際交流員　カラン・スタークさん、タイラー・ゲルガードさん
　協会会員を対象に、生きた英語に触れるイベント「英語で話そう-Let’s Speak 
English-」を開催しました。26名の参加者は、講師やアフガニスタン、イギリス、
オーストラリア、ハワイ、バングラデシュ、米国など様々な国出身の英語ボランティアと
一緒に、ゲームやグループトークを通して英語で交流を楽しみました。
　はじめに、アイスブレイクとして“Interview Game（インタビューゲーム）”を
行いました。「楽器が弾ける人」「猫が好きな人」など指定された人物を、会場にいる人に
インタビューしながら探すゲームです。初対面同士でも会話が弾み、和やかな雰囲気で会
はスタートしました。

　グループに分かれて行った“Desert 
Island（無人島ゲーム）”では「もし無人
島に行くなら何をもっていく？」をテーマに、想像力を働かせながらアイディアを
述べ合いました。
　続いて行った“Would You Rather（あなたはどちら？）”では、「お金持ち
or真実の愛」「1000匹のカニ
と戦うかor1匹の大きなカニと
戦うか」などのお題について、
2つの選択肢の内、自分ならど
ちらを選択するのかを話し合い

ました。参加者の考えや価値観が垣間見え、大変な盛り上がりをみせました。
　途中にはスナックをつまみながらのフリートークの時間もあり、老若男女、英語
を存分に楽しんだ笑顔あふれる時間となりました。

　Please continue to study English and let’s have fun together!Please continue to study English and let’s have fun together!
　（これからも英語の勉強を続けて、一緒に楽しい時間を過ごしましょう！）

英語のネイティブスピーカーと楽しくおしゃべりしませんか？
英語に興味がある方や国際交流に興味がある方、大歓迎です！
中学生～社会人の方、気軽にご参加ください！！

（英会話のレベル・国籍は問いません（^^）/）

英語で話そう-Let’s Speak English- 令和6年9月14日（土）

グループトークで盛り上がる参加者

“Interview Game（インタビューゲーム）”の様子 講師と英語ボランティアの皆さん

講師のカランさん（左）とタイラーさん（右）

英
会
話
カ
フ
ェ

（
月
1
回
開
催
）

テーブルごとにネイティブを囲み、会話を楽しむ様子
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講師：公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT）所属日本語教師　竹歳 三千子氏
　ハイブリッド形式で開催した今年度の研修会には、子ども日本語学習サポーター登録者
及び新規登録希望者41名（オンライン16名、対面25名）が参加しました。講師の竹歳氏
の講義とグループワークを通して、子どもへの日本語学習支援の基礎と来日間もない子ど
もへの具体的な支援方法を学びました。
　竹歳氏は、子どもの心身の発達段階や学年の特徴を生かした支援があり、飽きさせない
授業の工夫や楽しく学べることが大切だと話しました。歌のリズムにあわせて五十音や単語
を覚えたり、カードやものを使って体を動かしながら学習したりするなど、講師の実演をもと
に参加者は具体的な支援方法のイメージをつかみました。
　参加者の交流時間には、活動中のサポーターから工夫していることや活動の悩みなどを

話してもらいました。活動は一人で行うため、
サポーター仲間の存在に勇気づけられたとい
う声や、登録希望者からは活動の不安が少し
解消できたという感想が寄せられました。

子ども日本語学習サポーター研修会 令和6年9月21日（土）

「やさしい日本語研修会」「にほんご勉強会」＆交流会
共催：赤磐市 令和6年9月15日（日）

やさしい日本語研修会講師：学校法人アジアの風 岡山外語学院 佐藤 恭子氏
に ほ ん ご 勉 強 会 講 師：（一財）岡山県国際交流協会
 地域日本語教育総括コーディネーター 小川 京子氏
　今年度、初めて岡山国際交流センターを飛び出し、赤磐市と共催で「やさしい日本語研修会」

「にほんご勉強会」＆交流会を赤磐市立中央図書館で開催しました。
　「やさしい日本語研修会」には38名が参加し、講師の佐藤氏からやさしい日本語の基礎や法則を
学び、実践的なワークショップを通じて、具体的な表現方法やコミュニケーションのコツを身につけま
した。
　また「にほんご勉強会」には7名が参加し、ゲームを通じて日常生活
に必要な日本語を学びました。参加者たちの、楽しそうに笑顔で日本語
を学ぶ姿が印象的でした。
　最後に「やさしい日本語研修会」の参加者と「にほんご勉強会」の

参加者が、やさしい日
本語を使って交流をし
ました。言語の壁を越え
た交流ができたことは
大きな成果であり、やさしい日本語や日本語学習の機会を提供することの重要性
を改めて感じた研修会になりました。参加者からは「相手のことを思い、わかりや
すく、親切な言葉を使う必要性を感じた」などの声が寄せられました。

佐藤氏

日本語の特徴を勉強中

ことばで説明するだけでなく、
体を使って教える

にほんごの勉強中

学校の教科書を使った指導案を考え中グループで話し合った内容を発表

※ 子ども日本語学習サポーターとは、申請のあっ
た学校に出向き、放課後に外国にルーツを持つ
児童生徒の日本語学習を支援するボランティア
です。
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強
きょう

・研
けん

究
きゅう

活
かつ

動
どう

の合
あい

間
ま

には、大
だい

学
がく

近
ちか

くのス
す

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

マ
ま

ー
ー

ケ
け
ッ
っ
ト
と

でア
あ

ル
る

バ
ば

イ
い
ト
と
をしていました。お客

きゃく
さまと話

はな
す

機
き

会
かい

が多
おお

くあり、仲
なか

良
よ
くしてもらっていました。

　中
ちゅう

国
ごく

にいる親
しん

友
ゆう

には、岡
おか

山
やま

県
けん

の魅
み

力
りょく

として「地
じ

震
しん

が少
すく

な
く、夏

なつ
はぶどうがおいしく、晴

は
れの日

ひ
が多

おお
く、住

す
みやすい地

ち

域
いき

」だと発
はっ

信
しん

しています。
　休

やす
みには、よく県

けん
外
がい

へ旅
りょ

行
こう

に出
で

かけます。昨
さく

年
ねん

は、友
とも

達
だち

と
一
いっ

緒
しょ

に京
きょう

都
と

へ紅
こう

葉
よう

を見
み

に行
い

きました。紅
こう

葉
よう

によって山
さん

野
や

が色
いろ

とりどりに染
そ

まった景
け

色
しき

はとても美
うつく

しく、ス
す

マ
ま

ー
ー
ト
と
フ
ふ
ォ
ぉ
ン
ん

でたく
さん写

しゃ
真
しん

を撮
と

りました。
　いつか両

りょう
親
しん

を連
つ

れて日
に

本
ほん

の紅
こう

葉
よう

名
めい

所
しょ

を訪
おとず

れたいと思
おも

って
います。

故
こ

郷
きょう

のト
と
ウ
う

モ
も

ロ
ろ

コ
こ

シ
し

畑
ばたけ

安
あん

済
ざい

橋
きょう

清
きよ

水
みず

寺
でら

で写
うつ

した紅
こう

葉
よう

　今
こん

秋
しゅう

、岡
おか

山
やま

大
だい

学
がく

 社
しゃ

会
かい

文
ぶん

化
か

科
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

 
大
だい

学
がく

院
いん

の博
はく

士
し

課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

した周
しゅう

星
せい

星
せい

さん
に故

こ
郷
きょう

の思
おも

い出
で

と岡
おか

山
やま

での生
せい

活
かつ

について
伺
うかが

いました。
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　家
いえ

のお隣
となり

さんは中
ちゅう

華
か

系
けい

、向
む

かいはイ
い
ン
ん
ド
ど

系
けい

、少
すこ

し歩
ある

く
とマ

ま
レ
れ

ー
ー

系
けい

。さまざまな人
じん

種
しゅ

が1つの国
くに

に住
す

む多
た

民
みん

族
ぞく

国
こっ

家
か

、マ
ま
レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

に住
す

み始
はじ

めて半
はん

年
とし

が経
た

つ。
　年

ねん
中
じゅう

平
へい

均
きん

気
き

温
おん

は２７度
ど

と一
いっ

定
てい

なので、季
き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わりを感
かん

じることもなく、もう2024年
ねん

も終
お

わりに近
ちか

づい
ている。マ

ま
レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

に住
す

んで半
はん

年
とし

、時
じ

間
かん

がこんなにも早
はや

く感
かん

じられたのは初
はじ

めてだろう。
　私

わたし
は首

しゅ
都
と

のク
く

ア
あ

ラ
ら

ル
る

ン
ん

プ
ぷ

ー
ー

ル
る

から1時
じ

間
かん

半
はん

ほど離
はな

れ
た場

ば
所
しょ

に住
す

んでいるが、岡
おか

山
やま

育
そだ

ちで自
し

然
ぜん

や田
い な か

舎が大
だい

好
す

きな私
わたし

が心
ここ

地
ち

よさを感
かん

じるくらい、緑
みどり

も豊
ゆた

かでゆったりし
た街

まち
だ。反

はん
面
めん

、道
どう

路
ろ

は綺
き

麗
れい

に整
せい

備
び

され、新
あたら

しい住
じゅう

宅
たく

がた
ちならび、イ

い
ン
ん
タ
た

ー
ー

ナ
な

シ
し
ョ
ょ
ナ
な

ル
る

ス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

も開
かい

校
こう

し、次
つぎ

々
つぎ

お
店
みせ

もオ
お

ー
ー

プ
ぷ

ン
ん

するなど開
かい

発
はつ

も進
すす

んでおり、活
かっ

気
き

のある町
まち

でもある。
　高

こう
校
こう

まで地
じ

元
もと

の岡
おか

山
やま

で
育
そだ

ち、東
とう

京
きょう

、大
おお

阪
さか

での暮
く

らし
を経

へ
て27歳

さい
で再

ふたた
び岡

おか
山
やま

に
戻
もど

った私
わたし

は、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海
うみ

や空
そら

、自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かな岡
おか

山
やま

がさ
らに大

だい
好
す

きになった。こんな
に最

さい
高
こう

な場
ば

所
しょ

が地
じ

元
もと

なん
て、といつも思

おも
っていた。

　マ
ま

レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

に引
ひ

っ越
こ

してきても、夕
ゆう

陽
ひ

が綺
き

麗
れい

に見
み

える
場
ば

所
しょ

を探
さが

したり、近
きん

所
じょ

を散
さん

歩
ぽ

しお気
き

に入
い

りのル
る

ー
ー
ト
と
を見

み

つけ自
し

然
ぜん

の景
け

色
しき

を楽
たの

しむなど、心
ここ

地
ち

よさを日
にち

常
じょう

に探
さが

し
ながら日

ひ
々
び

を過
す

ごしているのは岡
おか

山
やま

での過
す

ごし方
かた

とそっ
くりかもしれない。どうも、異

い
国
こく

で生
せい

活
かつ

していても私
わたし

の根
こん

底
てい

には岡
おか

山
やま

での暮
く

らしや生
い

き方
かた

が
根
ね

付
づ

いているようだ。
　最

さい
近
きん

は朝
あさ

、陽
ひ

が昇
のぼ

る30分
ぷん

前
まえ

の6：
30頃

ごろ
起
き

床
しょう

。ヨ
よ

ガ
が

の練
れん

習
しゅう

をし、そのあ
とは新

しん
鮮
せん

なフ
ふ

ル
る

ー
ー

ツ
つ

を食
た

べたり、時
とき

にはス
す

ム
む

ー
ー

ジ
じ

ー
ー

にしたり、朝
あさ

一
いち

番
ばん

に
心
しん

身
しん

を整
ととの

えることから1日
にち

が始
はじ

まる。
　マ

ま
レ
れ
ー
ー

シ
し

ア
あ

では南
なん

国
ごく

のフ
ふ
ル
る

ー
ー

ツ
つ

が豊
ほう

富
ふ

なので、バ
ば

ナ
な

ナ
な

、
パ
ぱ

パ
ぱ

イ
い

ヤ
や

、マ
ま

ン
ん

ゴ
ご

ー
ー

、ド
ど

ラ
ら

ゴ
ご

ン
ん

フ
ふ

ル
る

ー
ー

ツ
つ

などなど、ス
す

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

に行
い

っては新
しん

鮮
せん

なフ
ふ

ル
る

ー
ー

ツ
つ

を調
ちょう

達
たつ

しキ
き

ッ
っ

チ
ち

ン
ん

に
ス
す
ト
と
ッ
っ
ク
く
するのが私

わたし
の楽

たの
しみだ。

　岡
おか

山
やま

のフ
ふ

ル
る

ー
ー

ツ
つ

が恋
こい

しくなりながらも、夫
ふう

婦
ふ

で見
み

たこ
とのないフ

ふ
ル
る

ー
ー

ツ
つ

を食
た

べてみては、そのおいしさに感
かん

動
どう

するといふうに暮
く

らしそのものを楽
たの

しんでいる。こうした
何
なに

気
げ

ない日
にち

常
じょう

に楽
たの

しみや心
ここ

地
ち

よさを見
み

つけるのは母
はは

の
姿
すがた

から学
まな

んだことだ。昔
むかし

はなんだか地
じ

味
み

だなぁと思
おも

って
いたことも、異

い
国
こく

の地
ち

でさまざまな文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを感
かん

じる
中
なか

で、日
ひ

頃
ごろ

の小
ちい

さな幸
しあわ

せの積
つ

み重
かさ

ねがとても貴
き

重
ちょう

なの
だと感

かん
じている。

　マ
ま

レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

は言
げん

語
ご

も多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

である。中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、英
えい

語
ご

、
マ
ま

レ
れ

ー
ー

語
ご

、それ以
い

外
がい

にも韓
かん

国
こく

語
ご

、タ
た
ミ
み
ル
る

語
ご

、ヒ
ひ
ン
ん

デ
で

ィ
ぃ
ー
ー

語
ご

など、いろんな言
げん

語
ご

が飛
と

び交
か

う。信
しん

仰
こう

や、お正
しょう

月
がつ

、お祝
いわ

い事
ごと

も人
じん

種
しゅ

によって異
こと

なるので、お互
たが

いを認
みと

め合
あ

う文
ぶん

化
か

があるように思
おも

う。人
ひと

々
びと

も気
き

さくでフ
ふ
レ
れ
ン
ん
ド
ど
リ
り
ー
ー

なので、の
びのびと暮

く
らせている。ル

る
ー
ー

ル
る

やマ
ま

ナ
な

ー
ー

も日
に

本
ほん

に比
くら

べる
と緩

ゆる
いが、そこはご愛

あい
嬌
きょう

。
日
に

本
ほん

人
じん

としての誇
ほこ

りは持
も

ちつつも、現
げん

地
ち

を尊
そん

重
ちょう

し、
現
げん

地
ち

から学
まな

ぶ姿
し

勢
せい

を忘
わす

れ
ず、さらにマ

ま
レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

を好
す

きになりたい。
　さあ、今

き ょ う
日はどんな楽

たの
し

みを見
み

つけられるかな？

近
きん

所
じょ

にOPENした果
くだ

物
もの

屋
や

さんにて

見
み

慣
な

れないけど

甘
あま

くておいしい♪

大
だい

自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれたヨ
よ

ガ
が

で心
しん

身
しん

を整
ととの

える

とある日
ひ

のマ
ま

ジ
じ
ッ
っ
ク
く
ア
あ

ワ
わ

ー
ー

近
きん

所
じょ

のモ
も

ス
す
ク
く

　日
に

本
ほん

から飛
ひ

行
こう

機
き

でおよそ７時
じ

間
かん

。ご主
しゅ

人
じん

の
海
かい

外
がい

赴
ふ

任
にん

をきっかけにマ
ま

レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

で新
しん

生
せい

活
かつ

を始
はじ

めた麻
ま

実
み

さん。協
きょう

会
かい

のイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
では、ヨ

よ
ガ
が

のイ
い
ン
ん

ス
す
ト
と
ラ
ら
ク
く
タ
た

ー
ー

を務
つと

めた、明
あか

るく活
かつ

動
どう

的
てき

な麻
ま

実
み

さんからの近
きん

況
きょう

です。
 
ヨ
よ

ガ
が

イ
い

ン
ん

ス
す

ト
と

ラ
ら

ク
く

タ
た

ー
ー

 真
ま

加
か

部
べ

 麻
ま

実
み

さん
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作
つく

ってみよう！

世
せ
界
か い
のレ

れ
シ
し
ピ
ぴ

通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

伊
い

藤
とう

 正
まさ

志
し

さん 
ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！

「通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

をつうじて伝
つた

えたい日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

」
　私

わたし
は、20代

だい
後
こう

半
はん

に仕
し

事
ごと

でア
あ

メ
め
リ
り
カ
か

東
ひがし

海
かい

岸
がん

に赴
ふ

任
にん

し、約
やく

5年
ねん

滞
たい

在
ざい

しました。
最
さい

初
しょ

は、仕
し

事
ごと

や生
せい

活
かつ

面
めん

で戸
と

惑
まど

い、時
とき

に失
しっ

敗
ぱい

もしました。幸
さいわ

いにも、親
しん

切
せつ

な現
げん

地
ち

の同
どう

僚
りょう

やア
あ

メ
め
リ
り
カ
か

在
ざい

住
じゅう

の日
に

本
ほん

人
じん

のア
あ
ド
ど

バ
ば

イ
い
ス
す

で徐
じょ

々
じょ

に日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

をエ
え

ン
ん

ジ
じ
ョ
ょ
イ
い

できるようになりました。そこから、逆
ぎゃく

に日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

に興
きょう

味
み

を持
も

つよう
になり、帰

き
国
こく

後
ご

は日
に

本
ほん

らしい風
ふ

情
ぜい

のある場
ば

所
しょ

を訪
たず

ね、写
しゃ

真
しん

を撮
と

っています。
また、最

さい
近
きん

は伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

の備
び

前
ぜん

焼
やき

にも挑
ちょう

戦
せん

しています。
　先

せん
日
じつ

、ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ス
す

テ
て

イ
い

のホ
ほ

ス
す

ト
と
フ
ふ
ァ
ぁ
ミ
み
リ
り

ー
ー

向
む

け英
えい

会
かい

話
わ

研
けん

修
しゅう

にサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

として参
さん

加
か

し、多
おお

くのお子
こ

さんがいるのを見
み

て感
かん

心
しん

しま
した。小

ちい
さい頃

ころ
から異

い
文
ぶん

化
か

に触
ふ

れる機
き

会
かい

を得
え

て、きっと日
に

本
ほん

と各
かっ

国
こく

の
文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し、尊
そん

重
ちょう

する人
ひと

になってくれると期
き

待
たい

しています。
　AIの発

はっ
達
たつ

、訪
ほう

日
にち

外
がい

国
こく

人
じん

の増
ぞう

加
か

などの社
しゃ

会
かい

環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

の中
なか

で、通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

のボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

をつうじて、背
はい

景
けい

にある文
ぶん

化
か

についても触
ふ

れ
られるようなサ

さ
ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
をしたいと思

おも
っています。

김
キ ン パ
밥

キ
き

ン
ん

パ
ぱ

は、のりでごはんを巻
ま

いて作
つく

る
韓
かん

国
こく

料
りょう

理
り

で、キ
き

ム
む

は「のり」、パ
ぱ

プ
ぷ

は
「ごはん」という意

い
味
み

で、合
あ

わ
せてキ

き
ン
ん

パ
ぱ

といいます。日
に

本
ほん

の
巻
ま

き寿
ず

司
し

とは違
ちが

ってキ
き

ン
ん

パ
ぱ

は
酢
す

飯
めし

を使
つか

わず、ごま油
あぶら

と塩
しお

で味
あじ

付
つ

けをし、野
や

菜
さい

とハ
は

ム
む

、たくあん
などを入

い
れるのが特

とく
徴
ちょう

です。
昔
むかし

は遠
えん

足
そく

や運
うん

動
どう

会
かい

の時
とき

に欠
か

か
せない料

りょう
理
り

でした。

❶ 材
ざい

料
りょう

を準
じゅん

備
び

する
⒈ 温

あたた
かいごはんに、Aを混

ま
ぜ込

こ
み、少

すこ
し冷

さ
ましておく。

⒉ かにかまは、軽
かる

く炒
いた

め、冷
さ

ました後
あと

ほぐす。
⒊ たくあんは、細

ほそ
切
ぎ

りし冷
つめ

たい水
みず

で2～３回
かい

洗
あら

い軽
かる

く搾
しぼ

っておく。
⒋きゅうりは、細

ほそ
切
ぎ

りし水
みず

気
け

を取
と

る。
⒌ハ

は
ム
む

は、細
ほそ

切
ぎ

りし軽
かる

く炒
いた

める。
⒍にんじんは、細

ほそ
切
ぎ

りし塩
しお

で軽
かる

く炒
いた

める。
⒎ 卵

たまご
を割

わ
りほぐして塩

しお
を少

しょう
々
しょう

加
くわ

え薄
うす

焼
やき

きにし、少
すこ

し冷
さ

ましてからから細
ほそ

切
ぎ

りにする。

❷ 巻
ま
く

⒈ まな板
いた

の上
うえ

にのりを置
お

き、味
あじ

付
つ

けをしたごは
んを薄

うす
く広

ひろ
げる。

⒉ 写
しゃ

真
しん

のように手
て

前
まえ

から２㎝ぐらいのところか
ら具

ぐ
を載

の
せていく。

　＊ 細
ほそ

切
ぎ

りではない場
ば

合
あい

バ
ば

ラ
ら

バ
ば

ラ
ら
したものは

下
した

へ、しっかりしたものは上
うえ

へ積
つ

むと、まとまりやすい。
⒊ 巻

ま
き終

お
わりを下

した
にしてごま油

あぶら
をぬり、白

しろ
ごまをかける。

作
つく

 り 方
かた

ご飯
はん

 …… 茶
ちゃ

碗
わん

1.5杯
はい

ほど
のり（焼

やき
のり/寿

す
司
し

用
よう

）
…………………全

ぜん
形
けい

2枚
まい

A：ごま油
あぶら

 ……… 大
おお

さじ1
　 炒

い
り白

しろ
ごま … 大

おお
さじ1

　 塩
しお

 ………… 小
こ

さじ1
▶ 具

ぐ
材
ざい

かにかま …短
みじか

いものは6本
ぽん

（長
なが

いもの2本
ほん

）
きゅうり ……………1本

ぽん

＊ ほうれん草
そう

1/4束
たば

をゆでて利
り

用
よう

も可
か

たくあん ………… 30g
焼
や

き豚
ぶた

ハ
は

ム
む

 ……… 50g
＊サ

さ
ン
ん
ド
ど
イ
い
ッ
っ
チ
ち

用
よう

のハ
は

ム
む
も可

か

にんじん ……………1個
こ

卵
たまご

……………………1個
こ

サ
さ

ラ
ら
ダ
だ

油
あぶら

 ………… 適
てき

量
りょう

塩
しお

（卵
たまご

と人
にん

参
じん

の味
あじ

付
つ

け用
よう

）
……………… お好

この
みで

材
ざい

 料
りょう

 （2本
ほん

分
ぶん

）

レ
れ
シ
し

ピ
ぴ

紹
しょう

介
かい

者
しゃ

：⾦
きむ

 允
ゆ

姫
に

 氏し

1.5㎝幅
はば

ぐらいに切
き

って、パ
ぱ

ク
く

パ
ぱ

ク
く

つまんで召
め

し上
あ

がれ。

太
だ

宰
ざい

府
ふ

天
てん

満
まん

宮
ぐう

にて

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

中
ちゅう

、講
こう

師
し

たちと
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JICA寄稿

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（橋本）まで。
E-mail：jicadpd-desk-okayamaken@jica.go.jp ／電話：080-2934-8497
Facebook：https://www.facebook.com/jica.okayama

　JICA中国では、開発途上国の人材育成を目的に研
修員を受け入れています。日本で必要な技術や知識を
学び、自国の発展に役立てることをめざしています。

◦ごあいさつ
　2023年の秋に日本に来ることになった時、家族と離
れることを少し寂しく思いました。しかし、日本で学ぶこ
とへの期待が大きくなり日本へ来ることを決めました。
到着してからは日本の「時間を守る文化」、「物事を正
確に進める姿勢」、そして「温かいおもてなし」に感動し
ました。すべてが計画されており、スムーズに生活に慣
れることができました。
◦学んでいること
　私の専門は「エネルギー」です。ケニアでは工業研
究所で働いていました。日本では、企業と大学が協力
して研究開発を進めることや、脱炭素社会を目指す取
り組みについて学んでいます。大学では実習や、シミュ
レーションソフトを使うことで、実際に使うことができる
スキルを身につけることができます。また、日本語クラス

もあるので少しずつ日本語を話せるようになり、地域の
方 と々の交流も楽しくなってきました。
◦岡山での暮らし
　岡山は多文化が共存する街で世界中から来た人々
と出会い、さまざまな文化を学べます。街は安全で清潔
で、地元の人々は親切です。これまで山形、広島、東京
を訪れ、それぞれの土地で寿司や牛丼、お好み焼きな
ど日本の食文化も楽しみました。今後も日本各地を訪
れ、多くの文化や風景を体験してみたいと思っています。

JICA研修員のご紹介

同じケニア出身の

研修員と(本人左)

国際貢献NGOフェア 令和6年10月1日（火）～令和6年10月31日（木）
共催：特定非営利活動法人 岡山県国際団体協議会

　10月の「おかやま国際貢献月間」に、県民の国際貢
献に対する理解を深め国際貢献活動への参加を促進す
るため、国際貢献に取り組む県内NGOなど9団体の活
動をまとめたパネルや写真、パンフレットなどを展示しま
した。
　岡山県国際団体協議会は、昨年、６か国の大使館関
係者等を集め開催した多文化共生のまちづくりに関す
るシンポジウムの様子を紹介。岡山県JICAデスクは、
青年海外協力隊のモンゴルでのゲルハウス（ゲルと呼

ばれる移動式住居に泊まるゲストハウス）での支援や、
マダガスカルでの小学校教育といった活動を取り上げ
ました。多文化共生社会の推進に取り組むダフェプロ
ジェクトは、9月27日
から続いた豪雨により
大洪水に見舞われた
ネパールへの緊急復
興支援を呼びかけま
した。

　2024年10月現在、岡山県内には7名の長
期研修員がいます。それぞれが環境、農業、医
療などの分野で学んでいます。彼らは、日本と
母国との国際協力を進めるための大切な存在
です。皆さん、どうぞよろしくお願いします。

C
シ シ リ ア
icilia m

メ サ
esaさん（岡山大学環境生命科学研究科・博士課程／ケニア出身）
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イベントカレンダー

最 新 情 報 は、当 協 会
の ホ ー ム ペ ー ジ や
F a c e b o o k 、X（ 旧
Twitter）等で随時お
知らせします。

   

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課
　　　　　☎086−256−2914（月～土　9：00～17：00）

　総務課　☎086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
 
会議室等の予約 受付管理班 ☎086−256−2905（9：00～17：30）

［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

■編集・発行
〒700−0026 岡山市北区奉還町2−2−1
岡山国際交流センター内 一般財団法人 岡山県国際交流協会

086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
086−256−2226

ホ ー ム ペ ー ジ：http://www.opief.or.jp
F a c e b o o k：https://www.facebook.com/coolopief/
X（旧Twitter）：https://twitter.com/opief_okayama
I n s t a g r a m：https://www.instagram.com/opief_okayama/

E-mail：kokusai@opief.or.jp

問 

合 

せ

※最新情報は当協会のホームページをご確認ください。
 会場は全て岡山国際交流センターです。
 問合せ・申込みは企画情報課まで。〈　　　　　　　　　　 〉

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

交
こう

流
りゅう

会
かい

　ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

を通
とお

してボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

への
理
り

解
かい

を深
ふか

めます。
◦と　き 令

れい
和
わ
７年

ねん
2月

がつ
8日

にち
（土

ど
）10：30～12：00

◦対
たい

　象
しょう

 ① 当
とう

協
きょう

会
かい

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

登
とう

録
ろく

者
しゃ

（新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

希
き

望
ぼう

者
しゃ

も可
か

）
 ②ボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

に関
かん

心
しん

のある方
かた

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

　３０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（令

れい
和
わ

7年
ねん

１月
がつ

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）
 
災
さい

害
がい

救
きゅう

援
えん

専
せん

門
もん

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
（通

つう
訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

）研
けん

修
しゅう

会
かい

　災
さい

害
がい

時
じ

に通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

で外
がい

国
こく

人
じん

を支
し

援
えん

するための知
ち

識
しき

を
身
み

につけます。
◦と　き 令
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修
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加
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市
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さ
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テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や心
こころ

構
がま

えについて学
まな

びます。
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国
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共
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コ
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シ
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ン
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サ
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た
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ー

」制
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度
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録
ろく
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規
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とう

録
ろく
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き

望
ぼう

する方
かた

。
 ※ 日

に
本
ほん

語
ご

とその他
た

の言
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語
ご

で円
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滑
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に意
い

思
し

疎
そ

通
つう

が
できる方

かた

◦参
さん

加
か

費
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料
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◦定
てい

　員
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 ６０名
めい
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申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
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れい
和
わ

7年
ねん

１月
がつ

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
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予
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定
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）

2月
がつ

特別展「柚
ゆの

木
き

沙
さ

弥
み

郎
ろう

 永
えい

遠
えん

のいま」
2025年2月14日（金）～3月23日（日）
　柚木沙弥郎（1922-2024）は、倉
敷市玉島の洋画家、柚木久太の次男
です。戦後初期に大原美術館で民藝
運動に出会い、芹沢銈介のもとで染
色家として歩みました。型染の第一人
者として活躍し、自由でユーモラスな
形態と美しい色彩が調和した作品は、
多くの人々に愛されています。1990
年代以降は、染色のみならず、版画や
コラージュ、絵本、立体など大きく創作
世界を広げ、晩年まで意欲的に活動し
ました。本展は長きにわたる創作活動
の全貌を紹介します。

「柚
ゆの

木
き

沙
さ

弥
み

郎
ろう

 永
えい

遠
えん

のいま」（県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

開
かい

催
さい

）ペ
ぺ

ア
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チ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
を5

名
めい

様
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にプ
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レ
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ゼ
ぜ

ン
ん
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と
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令
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和
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ねん
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がつ
12日
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（日

にち
）までにア

あ
ン
ん
ケ
け

ー
ー
ト
と
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協
きょう

力
りょく

いただいた方
かた

の中
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ちゅう

選
せん

で5名
めい

の方
かた

に、岡
おか

山
やま

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

で開
かい

催
さい

される標
ひょう

記
き

特
とく

別
べつ

展
てん

「柚
ゆの

木
き

沙
さ

弥
み

郎
ろう

 永
えい

遠
えん

のいま（会
かい

期
き
：

令
れい

和
わ
７年

ねん
２月

がつ
１４日

にち
（金

きん
）～３月

がつ
２３日

にち
（日

にち
））」のペ

ぺ
ア
あ

チ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
を

お送
おく

りします。発
はっ

表
ぴょう

は発
はっ

送
そう

をもって代
か

えさせていただきます。

会
かい

報
ほう

誌
し

ア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
のお願

ねが
い

今
こん

後
ご

の参
さん

考
こう

にさせていただくため、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

▲ア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
フ
ふ
ォ
ぉ
ー
ー

ム
む

E V E N T  C A L E N D A R

柚木沙弥郎　《無題》　2012　岡山県立美術館蔵

ロビーのショーケース（展示）

メインロビーでは開催済みのイ
ベントの実施報告や、開催予定
のイベント・情報等を展示して
います。（右写真は9月の展示） 

※上
じょう

記
き

2つの研
けん

修
しゅう

は、両
りょう

方
ほう

合
あ

わせて受
じゅ

講
こう

いただけます。
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